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⼦どもたちの成⻑のために、
必死で成⻑する⼤⼈たちがいます。

「もっと、できることがあったかもしれない」
⽇々、そう思い続けられる⼈が、療育のプロだと思います。

⼦どもたちの可能性は無限⼤。
だからこそ、私たちにできることも、きっとまだまだ沢⼭あるはずです。

さまざまな専⾨家の話を聞き、情報をアップデート。
良い教材があれば積極的に取り⼊れ、⾃⾝の専⾨性を磨くことはもちろん、
他の分野のプロフェッショナルな仲間からも広く知識を吸収し続けます。

そうした勉強を、若⼿はもちろん
経験が10年以上もある専⾨職が率先して続けている。
すこし⾃慢になりますが、BRIDGEとは、そんな組織です。

COPY-1

⽣きる⼒を育てる。
児童発達⽀援/保育所等訪問⽀援/放課後等デイサービス
BRIDGE



わたしたちのいない未来を、
⼦どもたちは⽣きていく。
⼦どもたちは、いずれ⾃分の⼒で、⽣きていかなければなりません。
できれば、ずっとそばにいてあげたいけれど、それはきっと難しい。

だからこそ、⼀⽣そばにいて、守ってくれる。
そんな経験・学び・⾃信を、⼦どもたちに渡したいのです。

できないことも⾃分の特性として理解し、受け⼊れる。
その上で⾃分のいいところを伸ばし、
社会で⼒を発揮できるようにする。

わたしたちのいない未来でも、
愛する⼦どもたちが、ずっとずっと笑っていられるように。

さあ、今⽇も⼀⽇、⼦どもたちと向き合います。
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⽣きる⼒を育てる。
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助けてもらう、
も⾃分の⼒です。
みんなが当たり前にできることが、⾃分にはできない。
そう思い悩み、苦しんでいる⼈がいます。

でも、誰しも得意なこともあれば、苦⼿なこともあります。
⼤切なのは、⾃分には何ができて、何ができないのかを知ること。
そして、苦⼿なことに関して、
⾃分のほしいサポートを、まわりから得られるようにすることです。

それさえできれば、苦⼿に囚われず、
⾃分の得意を活かすことも、好きなものに打ち込むこともできます。

「助けてもらう」も⼦どもたちが
⼈⽣を楽しく⽣きていく上で獲得するべき、
⼤切な⼒なのです。
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⽣きる⼒を育てる。
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障害がある⼦も、
将来が楽しみな⼦です。
他の⼦と⽐べてできないことばかりが⽬に⼊り、
将来を不安に思う気持ちもあると思います。

ですが、全ての⼦どもたちは伸びる。必ず成⻑する。
もしも発達の壁にぶつかり、乗り越えるのが難しい場合には、
わたしたちBRIDGEがいます。

その⼦が困っていること、家族の困っていること、
将来困りそうなことを徹底的に理解する。
そして、保育⼠・理学療法⼠・作業療法⼠・⾔語聴覚⼠
といった専⾨職が⼒を合わせ、
チームで⼦どもたち⼀⼈ひとりに合わせた療育を⾏なっていきます。

どんなことがあろうと、⼦どもたちの可能性を信じる私たちは、
⽬の前の⼦どもたちの将来が楽しみで、仕⽅ありません。
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⽣きる⼒を育てる。
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⼦どもたちは、
諦め⽅も学んでしまう。

COPY-5

頑張ってもなかなか成果が出ない。
周りの⼦ができることができない。
そのせいで、発達障害のある⼦たちは、
周りから叱られたり、否定をされたりすることも少なくありません。

⼈から「ダメだ」と⾔われると、
⼦どもたちは「⾃分はダメなんだ」と学んでしまいます。
そして、何をやっても上⼿くいかないのなら、とチャレンジする前から
諦めるようになってしまうのです。

⼦どもたちに、なにより必要なのは、⾃分を信じる⼒。

⾃分を認めてあげる。やればできると思える。
そんな⼒を獲得していってもらえるように、
BRIDGEでは⼀⼈ひとりの発達段階に合わせた
チャレンジの機会をたくさん作っていきます。

⼩さなことでいい。何かにチャレンジし、できるようになったことがある。
その経験が「次もきっとできる」と
⾃分を信じる⼒に繋がっていくのです。

⽣きる⼒を育てる。
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Visual ラフ①誠実さ



Visual ラフ②メッセージ強調



Visual ラフ③元気さ・明るさ


